
熊本県の出荷量（全国に占める割合）の推移

○収穫量
　栽培し収穫・収納したものの重量を
いい、経営体調査では、出荷量に自家
用及び贈答用を含めた量をいい、収穫
せずにほ場に放棄したものは収穫量に
含めない。ただし、野菜需給均衡総合
推進対策事業による産地廃棄や都道府
県等が独自に実施した需給調整事業に
より産地廃棄された量は収穫量に含め
る（出荷量には含めない）。

○調査対象範囲
  全ての都道府県を調査対象とする全
国調査（直近では平成28年産）が3年ご
とに実施されており、中間年にあって
は、当該品目ごとに全国調査年におけ
る出荷量の全国値のおおむね80％を占
めるまでの上位都道府県、野菜指定産
地の面積要件を満たす区域を含む都道
府県、調査対象品目に係る畑作物共済
事業を実施する都道府県及び特定野菜
等供給産地育成価格差補給事業を実施
する都道府県が調査対象となる。

○調査時期
　収穫・出荷終了時となる。

「平成30年産野菜生産出荷統計」　農林水産省

解　　説

【概要】
　熊本県の出荷量の推移をみると、ト
マトが昭和48年の統計開始以降、上昇
傾向にあり、平成30年産出荷量は
132,800tであった。
　すいかと昭和57年から統計に登場し
たメロンは平成5年以降下降傾向にあっ
たが、近年横ばいとなり、平成30年産
すいか出荷量は44,400t、メロンは
20,900tであった。
　いちごは上昇傾向にあったが、近年
は横ばいとなり、平成30年産いちご出
荷量は10,600tであった。
　全国に占める割合をみると、トマト
が20.2%、いちごが7.1%、メロンが
15.1%、すいかが16.1％となっており、
トマトの割合が一番高くなっている。
　なお、トマト、いちご、メロン、す
いか、いずれも全国順位は上位であっ
た。

○出荷量
　収穫量のうち、生食用、業務用向
け、加工用として販売した量をいい、
生産者が自家消費した量及び種子用や
飼料用として販売したものは出荷量に
含めない。
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